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研究成果の概要（和文）：本研究は、次の4点に取り組んだ。1)これまでの語形成規則を現代英語に観察される
フレーズの成立説明に活用し、フレーズの成立規則を提示した。2)様々なフレーズのストレスパタンを調べる、
そのストレスパタン規則を提示した。3)明らかにしたフレーズの規則を検証した。4)言語経済とフレイジオロジ
ーの視点から現代英語の変化を解明した。その結果、次の2点を明らかにした。①現代英語に観察されるフレー
ズの内面的特徴を明らかにし、フレイジオロジーに体系的説明を与えた。②そのフレーズの内面的特徴を言語の
変化と捉え、その変化の根底に働いている原理を言語経済の法則から説明し、現代英語に観察されるフレーズの
変化を解明した。

研究成果の概要（英文）：The study contributed to giving systematic explanations to English 
phraseology through clarifying how phrases are formed from morphological, semantic and acoustic 
phonetic's perspectives and to showing the linguistic economy (i.e. least effort or redundancy) 
underlies to from phrases.

研究分野：英語学

キーワード： フレイジオロジー　実証的　コーパス　形態論　意味論　音響音声学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が行ったフレーズの形成規則、形成過程、形成条件、ストレスパタン規則を研究したことは下記の意義が
見出された。
平易な単語から構成されているが理解が難しいフレーズの規則を明らかにすることで、英語を理解するのに役立
つだけでなく、英語らしさを伴った言語活動が可能となった。そして、本研究で明らかにしたフレーズの形成規
則、形成過程、形成条件、ストレスパタン規則は、ほとんど研究がされていなかった。このため本研究は、世界
に先駆けて新たな視点でフレイジオロジーの体系化を報告することができ、非常に特色のある研究になったと言
える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
これまでの言語理論によると、人間は単語と文法規則の習得により無限に文を生成する能力

があると考えられてきました。しかしながら、人間が実際に作文・発話したものに注目すると、

文法規則では説明できない語と語の塊、あらかじめ固定化された塊、すなわちフレーズ(phrase)

が多数使用されていることがわかります。このようなフレーズを多数使用することにより、言語

らしさをもった作文、発話が可能となります。そして、連語、イディオム、成句、決まり文句の

ようなフレーズを研究対象とした学問領域を phraseology（フレイジオロジー）と言います。 

フレイジオロジーは、電子言語資料収集体の発展に伴い、過去 20数年間に注目を浴びた学問

ですが、それ以前に研究が全く行われなかったかというとそうではありません。約 100年以上前

より「英語学習者に有益なのはフレーズである」という考えをもとに作成された辞書の中で、フ

レーズの記述という形で研究が行われた実践的な「古くて新しい学問」です。実践的な側面が進

んだため、何がフレーズで、どのように研究をするのかという理論的側面は発達段階で、研究者

によりフレーズの定義、研究対象とするフレーズは異なり、体系的な説明が欠けています。 

このような背景のもと、私はフレイジオロジーに取り組み、文法規則では説明できないけれど

何の疑問を持たれることなく繰り返し使用されていたフレーズの意味の見直しの研究から始め、

現代英語に観察されるフレーズの意味と文脈での役割などの外面的特徴を述べてきました。そ

の研究成果として、2006 年 3 月に日本で初めてのフレイジオロジーの博士論文で学位を取得し

ました。また、その研究内容を国内・国際学会で発表し、さらには日本で最初のフレイジオロジ

ーの単著書(Inoue 2007) や共著書（八木・井上 2013）、論文等(Inoue 2014, 2015)で明らかにして

きました。このように、フレイジオロジーは個別の現象についての研究が行われています。しか

し、フレーズの内面的特徴は明らかになっておらず、フレイジオロジーに体系的説明を与えるこ

とはできていません。また、そのような内面変化の根底に働いている原理として言語経済の法則

が働いていることがわかりましたが、その存在と作用についても明確になっていません。 

以上のことから、フレーズの規則の解明とその変化を支える原理（言語経済の法則）の解明が

期待されます。今後、現代英語に観察されるフレーズの全貌を体系的に明らかにし、その応用を

様々なフレーズで検証します。そして、フレーズの変化に体系的説明を与え、その変化の根底に

言語経済の法則が働いているという 2 つの視点から、現代英語に観察されるフレーズの変化の

足がかりをつかみたいと考えていました。 
 
２．研究の目的 
 本研究の全体の目的は、次の 2点でした。①現代英語に観察されるフレーズの内面的特徴（成

立規則、成立過程、成立条件、ストレスパタン規則）を明らかにし、フレイジオロジーに体系的

説明を与える。②そのフレーズの内面的特徴を言語の変化と捉え、その変化の根底に働いてい

る原理を言語経済の法則（効果的な意思疎通のために冗漫と節約という相反する現象があるこ

と）から説明し、現代英語に観察されるフレーズの変化を解明する。 

本研究の具体的な目的は、下記の通りです。 

１）これまでの先行研究で述べられてきた語形成規則をまとめ、それを現代英語に観察されるフ

レーズの成立説明に活用し、フレーズの成立規則を提示する。そして、フレーズの成立過程、成

立条件も併せて提示する。 

２）様々なフレーズのストレスパタンを調べることにより、そのストレスパタン規則を提示する。 

３）１）と２）で明らかにしたフレーズの規則が、次々と現代英語に観察される他のフレーズに



も適応できるかどうか検証する。 

４）実態が把握できていない言語経済の法則の実態を明らかにし、その視点からフレーズの内面

的特徴の全貌を提示し、言語経済とフレイジオロジーの視点から現代英語の変化を解明する。 
 
３．研究の方法 
 上記の背景およびこれまでの研究成果をもとに、本研究は語形成規則を応用してフレーズの

形成規則、フレーズへ至る形成過程、フレーズになるための条件、ストレスパタン規則を明らか

にしフレイジオロジーに体系的説明を与えました。そして、規則・過程・条件の新しい変化の根

底に働く言語経済の法則の実態を明らかにし、フレイジオロジーと言語経済の観点から現代英

語の変化を捉えました。研究期間内には、具体的に以下の研究手法を採用しました。 

 

(I) これまで活発に議論されてきた語形成規則をまとめ、統一した規則を提示する。 

(II) 申請者がこれまで研究してきた個別のフレーズ（平易な単語 2語以上から成り立ち、繰り返

し使用されるものと定義）の形成規則を、(I)で提示した語形成規則（派生、省略、混交など）を

応用し、明らかにする。 

(III) (II)で扱ったフレーズとそれ以外のフレーズのストレスパタンを調べ、フレーズのストレス

パタン規則を提示する。 

(IV) (II)提示した形成規則を踏まえて、フレーズになるための形成過程と形成条件を提示する。 

(V) (II), (III), (IV)で得られた結果が、様々なタイプのフレーズに適応できるかどうか検証し、フ

レイジオロジーに体系的説明を与える。 

(VI) フレーズの形成規則・形成過程・形成条件の根底に働く言語経済について調べ、その実態と

言語変化への応用を提示する。 

 

４．研究成果 

 本研究は、4年間で次のことを明らかにしました。(1)現代英語に観察されるフレーズの内面的

特徴とストレスパタン規則の解明、(2)現代英語に観察されるフレーズの内面的規則とストレス

パタン規則の検証、(3)言語経済の法則の視点から現代英語に観察されるフレーズの変化の解明、 

です。 

 この 3点の研究成果を、私が所属している学会と研究会（ヨーロッパフレイジオロジー学会、

アジア辞書学会、北米辞書学会、国際英語学学会、フレイジオロジー研究会など）には、フレイ

ジオロジーを専門とする研究者と言語経済の法則に取り組んでいる研究者が在籍しているので、

その学会で研究発表を行い、また学会誌への論文投稿を行うことで、世界中のフレイジオロジー

と言語経済の法則を研究している研究者からアドバイスを受け、議論を深め、研究の発展に努め

ました。4年間の研究成果を図式化すると、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



現代英語に観察されるフレーズの内面的特徴とストレスパタン規則の解明 

                   ↓  

学会発表・論文投稿                     1年目 

国際学会でのフィードバック →     ↓  ←  国内学会でのフィードバック 

            フレーズの内面的規則とストレスパタン規則（案）提示・検証 

                  ↓ 

学会発表・論文投稿                2年目 

国際学会でのフィードバック →    ↓  ←  国内学会でのフィードバック  

     フレイジオロジーの体系化・言語経済の法則の解明とフレーズへの応用 

↓  

学会発表・論文投稿                3,4年目 

国際学会でのフィードバック →    ↓  ←  国内学会でのフィードバック 

言語経済とフレイジオロジーの視点に基づく現代英語の変化解明 
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